
タスク・シフト/シェア〜厚⽣労働⼤⾂指定講習会について〜 
 

多根総合病院 医療技術部 竹浦 久司 
 

平成 31 年３月 28 日にまとめられた“医師の働き方改革に関する検討会”の報告書ではタ
スク・シフト/シェアの推進は重要であり、そのためには、まずは現行の資格の下での各職
種の役割分担をどのようにしていくか、また、従来の役割分担を変えていくために検討して
いくべきであると指摘された。厚⽣労働省では報告書を受け、関係医療団体等を対象に“医
師の働き方改革を進めるためのタスク・シフティングに関するヒアリング”が実施され、一
般社団法人日本臨床衛⽣検査技師（以下日臨技）からは各種調査結果をもとに 43 項目の行
為を抽出し提案した。その後、令和元年 10 月 23 日に“医師の働き方改革を進めるためのタ
スク・シフト/シェアの推進に関する検討会”が設置され、各医療関係団体よりヒアリングで
提案された約 300 項目の業務について検討が加えられ、法令改正を行いタスク・シフト/シ
ェアを推進する業務、現行制度の下で実施可能な業務等に仕分けが行われた。次に、厚⽣労
働省内で調整が行われ、第 204 回通常、国会において、「良質かつ適切な医療を効率的に提
供する体制の確保を推進するための医療法等の一部を改正する法律（令和３年法律第 49 号）」
の成立により、臨床検査技師等に関する法律の一部が改正され、令和３年 10 年１日から施
行されることになった。それに基づき、今回、タスク・シフト/シェアとして追加された。
10 行為の業務を行おうとする場合は、あらかじめ、厚⽣労働⼤⾂が指定する研修を受けな
ければならないとされ、その研修は、日臨技が実施する研修とされました（令和３年７月９
日厚⽣労働⼤⾂告示第 274、276 号）。「タスク・シフト/シェアに関する厚⽣労働⼤⾂指定
講習会」（以下講習会）について、コロナ禍でもあり、できるだけ人と人との接触を避ける
ことを念頭に、講習会の基礎講義（座学）については日臨技のホームページからオンディマ
ンドで受講終了後、47 都道府県で開催する実技講習（最⼤ 60 名を定員）を受講していただ
いている。今回の法令改正等の目的は、医師の時間外労働時間短縮のためであり、医療従事
者の合意形成のもとで実施することから、医師の時間外労働の上限規制が適用される令和
６年４月には３万人以上受講済の臨床検査技師を輩出することを目標としている。 
 平成 27 年４月１日から検体採取に関する法律の一部改正がなされ、その告示講習会を日
臨技が担い、全国７つの支部で開催してきた。令和５年１月現在６万人以上の受講者を輩出
し、新型コロナウイルス・インフルエンザなどの鼻腔・咽頭からの検体採取に従事していま
すが、今回のような⼤幅な法改正は、臨床検査技師の働き方も⼤きく変えるものになる。多
くの臨床検査技師が追加資格を取得したうえで、医療機関での実践や積極的なチーム医療
へ参画し、医師の働き方を変えていかなくてはならない。 
 
 



タスク･シフト/シェア 

～厚生労働大臣指定講習会について～ 
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本日のお話し 

背景（働き方改革） 

 タスク･シフト/シェア講 

 

2 
JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委
員会 合同勉強会 



背景  
 

2019年３月28日 

 医師の働き方改革に関する検討会がまとまる 

2019年10月23日 

 日臨技にタスク・シフト/シェアの推進に関する検討会 

2021年5月（医師の働き方改革） 

 医師の労働環境を改善する目的で「良質かつ適切な医療を効率的に提供す
る体制の確保を推進するための医療法等の一部を改正する法律」可決 

2021年10月 

 臨床検査技師等に関する法律の一部改正をうけ、タスク･シフト/シェア講
習会が始まることとなった 

 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委員会 合同勉強会 3 



働き方改革の三つの柱 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委員会 合同勉強会 
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長時間労働の弊害（過労死ライン） 

 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委員会 合同勉強会 5 



医師の働き方改革に関する検討会 

 医師については、罰則付きの時間外労働上限規制が改正法施行から5年後の適用とされた。
医師には診察を求められれば拒否できないという「応召義務」があり、一般労働者と同じ規制
は難しいとの問題意識から、上限規制のあり方や労働環境の改善をテーマに検討会が設置され、
2年を目途に結論を得るというスケジュールで議論が進められている。 

 第一の論点は、医師法の応召義務規定だ。これは自宅開業が一般的だった明治時代に定められ
たものであり、現在の医療提供体制に合わせた見直しが必要だという認識を持っている。 

 また、医療の進歩はめまぐるしく、自己研鑽のための時間が不可欠だが、それと医師の業務と
の関係をどう考えるのかという問題もある。 

 もう一つ、医師の長時間労働の背景には医師不足があり、上限規制を適用すれば、診療を受
けられない患者が出てくるという危機感が現場にはある。そこで医師不足対策も論点に浮上し
ている。 

 私自身は医師ではないが、労組の専従役員になる前は医療現場で働いてきた。現場では自他共
に「医師は特別な存在」という意識が根強くある。 

 しかし、医師も労働者であり、労働時間管理や健康確保の強化が必要だ。また、医師の働き
方は、看護師や医療技術者、医療事務スタッフの働き方にも影響する。そういうことにも目配
りしながら議論に臨んでいる。 

 
JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委員会 合同勉強会 6 

キーワード 



上限規制の猶予 

 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委
員会 合同勉強会 
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医師を含む4業種に5年間の猶予が
与えられた 



医師は少ないのか？ 

 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委員会 合同勉強会 
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医師数は増加しているが、偏在により地方では医師が不足 



医師偏在 

 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委
員会 合同勉強会 
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・最大の要因は大学医学部が圧倒的に西日本に偏在
していること 

・人口約398万人の四国には4つの医学部、人口約
4260万人の関東には25しかなく、人口比では2倍近
い差がある。 



良質かつ適切な医療を効率的に提供する体制の確保を推進するための
医療法等の一部を改正する法律の概要 

 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委
員会 合同勉強会 
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時間外の上限規制は令和6年（2024年）4月1日から 



医師の残業時間 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委員会 合同勉強会 
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過労死の危険性 

     ：月80時間以上 
※全体の40%程度が80時間越え 



勤務医の労働環境 
『勤務医の健康の現状と支援のあり方に関するアンケート調査報告書』 

20%：自身の健康について、健康でないまたは不健康 

9.1%：平均睡眠時間5 時間未満（当直日以外） 

39.1%：当直日の平均睡眠時間4 時間以下 

  ※十分な睡眠を確保できない状況がある 

55.1%：他の医師への健康相談あり 

3.6%：自殺や死を毎週/毎日具体的に考える 

 厳しい労働環境の中、睡眠時間が十分に確保できずに働き過ぎでメン
タル不調を来しやすい現状が浮き彫りとなっている。 

 勤務医の労働環境はかなり過酷であり、追い込まれている医師も少な
くなく、働き方改革は待ったなしの状況である。 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委員会 合同勉強会 
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（2016年6月 日本医師会） 



1 

 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委
員会 合同勉強会 
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年960時間 

（月80時間） 

月100時間未満 



 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委
員会 合同勉強会 
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本日のお話し 

 背景（働き方改革） 

タスク･シフト/シェア講習会 

 

15 JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委員会 合同勉強会 



受講までの道のり１ 

2021年度までに臨床検査技師養成課

程の履修を開始し、2024年度の臨床検

査技師国家試験を受験する者は、臨床

検査技師国家試験の受験を出願するに

あたり、あらかじめ厚生労働大臣が指

定する研修を受けること 
JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委員会 合同勉強会 
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受講までの道のり２ 

 2021年８月８日 日臨技事務所（全国）にて開
催準備のシミュレーション研修会と撮影 

 2021年10月10日 岡山にて研修会へ参加 

2021年９月５日予定が日程変更 

 2021年10月29日 近畿支部研修会準備（13名） 

 2021年10月30日 大阪にて近畿支部研修会    
（59） 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委員会 合同勉
強会 
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受講までの道のり  

 受講申請（日臨技ホームページ） 

 基礎講習受講（ 動画8コンテンツ計700分） 
 

 

 基礎講習履修登録 

 実技講習参加申込 

 受講料入金（支払期限遵守） 

 受講票発行（実技研修開催日の5日前） 

 ※受講票に顔写真貼付（横3cmｘ縦4cm） 

 実技講習会参加（森ノ宮医療大学） 

 修了証書（受講後1カ月以内に届く） 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委員会 合同勉強会 
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基礎講習受講後の流れ 

基礎講習受講前の流れ 

受講料入金期限（支払期限） 

クレジット：実技研修開催日の10日前 

払込票：実技研修開催日の20日前 

入金が確認されないと 

申請が無効化されます 



受講申請の流れ① 

 

 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委員会 合同勉強会 
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日臨技ホームページ 
（タスクシフト/シェア画面） 
 

 

 

         をクリックする 

受講料の支払いは速やかに！ 



受講申請の流れ② 

 

 

 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委員会 合同勉強会 
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日臨技ホームページ 
（タスクシフト/シェア画面） 

受講に関しての注意事項下 
 

 

 

       をクリックする 



受講申請の流れ③ 

 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委員会 合同勉強会 

21 

日臨技ホームページ 

（タスク･シフト/シェア画面） 
 

 

 

       をクリックする 



受講申請の流れ④ 
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会員番号・パスワードを入力 

免許資格情報登録 

基礎研修の事前参加申請 

基礎研修の受講開始 

これで、受講申請終了 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委員会 合同勉強会 



開催実績 
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開催日 有効申し込み数 参加人数 当日欠席 事前連絡有 

12月5日 60 59 1 
12月19日 56 56 0 
1月23日 58 51 1 6 
1月30日 

2月27日 

4月17日 

5月29日 

6月26日 

7月31日  開催予定 

合計166名受講 

コロナ感染拡大により開催中止 

 1月30日 

 2月27日 

 4月17日 

 5月29日 

 6月26日 

※感染者数は収まらず 

Withコロナで開催する 

開催見送り 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委
員会 合同勉強会 



2022年度開催予定 

年11回開催 

• 4月17日（日）開催見送り 

• 5月29日（日）開催見送り 
• 6月29日 （日）開催見送り 

• 7月31日 （日）満員 

• 8月28日 （日）満員 

• 9月11日 （日）7/11応募開始 

• 10月未定 

• 11月未定 

• 12月未定 

• 1月未定 

• 2月未定 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委員会 合同勉
強会 
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開催二ヵ月前に募集開始 
 

※但しコロナ感染状況により、 

変更する可能があります 



会場までのアクセス 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委員会 合同勉
強会 
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コスモスクエア駅 



講習会の感染対策 

 体温測定の実施（講師･実務委員･受講者） 

 手指消毒（アルコール消毒液の設置） 

 マスク着用 

 テキストの机上配布 

 黙食（広い昼食会場） 

 60名の受講者を3グループに分けて実施 

 収容率23％の会場（定員100名の教室に23人） 

 

 

 JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委員会 合同勉
強会 
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講習会スケジュール 9:30-10:00 10:00-12:00 12:00-13:00 13:00-15:00 15:00-15:15 15:15-17:15 17:15-17:30 

開会挨拶 
 

オリエンテー

ション 

GroupA  

(コンテンツ1） 

473 

昼休憩 

GroupA  
(コンテンツ3） 

471 

休憩 

GroupA 
(コンテンツ2） 

472 

閉講式 
GroupB 

(コンテンツ2） 

472 

GroupB  
(コンテンツ1） 

473 

GroupB 
(コンテンツ3） 

471 

GroupC  

(コンテンツ3） 

471 

GroupC  
(コンテンツ2） 

472 

GroupC 
(コンテンツ1） 

473 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委
員会 合同勉強会 
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GroupA：静脈路確保⇒肛門機能⇒皮下グルコース 

GroupB：皮下グルコース⇒静脈路確保⇒肛門機能 

GroupC：肛門機能⇒皮下グルコース⇒静脈路確保 



講習会実施風景（全景） 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委員会 合同勉
強会 

28 100人定員の教室を23人で使用 



持続皮下グルコース検査  

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委員会 合同勉強
会 

29 受講者が持続皮下グルコース検査を体験 



直腸肛門機能検査 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委員会 合同勉
強会 

30 シミュレーション前の講師による説明 



直腸肛門機能検査 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委員会 合同
勉強会 

31 シミュレーターを用いた肛門内圧測定カテーテル挿入 



内視鏡用生検鉗子を用いた組織採取 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委員会 合同勉
強会 

32 内視鏡鉗子を用いた組織採取 



静脈路確保 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委員会 合同勉強
会 

33 留置針を用いた静脈確保 



気管カニューレからの喀痰採取 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委員会 合同勉
強会 

34 吸引器を使用した喀痰採取 



鼻腔からの喀痰採取 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委員会 合同勉強会 

35 シミュレータを用いた鼻腔からの喀痰採取 



JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委員会 合同勉強会 

36 

 

タスク・シフト/シェアに関する 

厚生労働大臣指定講習会【近畿支部】会場報告 

タスク・シフト/シェアに関する厚生労働大臣指定講習会 

（近畿支部実務者講習会） 

報告日 

報告者 

日  程 令和  3 年  10 月 31 日 （日） 

会  場 森ノ宮医療大学 

実務責任者 竹浦 久司 

受講者数 

（内訳） 

  65 名 

（ 実務員の受講者  2名・受講者 63 名・再受講者  0名） 

欠席    0 名  

遅刻    0 名  

早退    0 名  

仮の受講票    0 名  

写真忘れ    0 名  

その他       0 名  

 



講習会の質疑応答 

 参加者からの質疑応答、感想は以下の通り 

 1） 講師依頼について、動画は承知したが、資料があるとよい 

 2） 事前に視聴した動画を再度視聴するのはいかがか。 

  → 今回は実務者講習会も兼ねたので、事前に視聴をお願いした。 

 3） 喀痰採取の項の待ち時間が長い。 

 4） 講師(医師)の依頼は県単位に行うのか。 

    → 県単位での依頼となる。日程の指定を行わず医師と調整し決定する。 

 5） 看護協会への講師依頼時、選定をお願いする役職者にも、講師に視聴いただく動画の視聴が
出来ないか。 

  → 講師予定者として所定の申請を行えば可能とする 

 6） 感染対策に関する行為(手袋を付けるなど)が、体で行われているのはいかがか。 

 → 一定数の手袋は用意しているが、限られた予算内での研修などでご理解いただきたい。 

   

 受講予定者全員が参加し、大きな問題はなく、滞りなく行われた。 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委員会 合同勉強会 37 



まとめ 

 臨床検査技師にとってタスク･シフト/シェアによる業務
拡大は、日臨技が進めてきた政策の追い風となる 

 現行制度下で出来る業務にも、着目し、タスクシフトし
ていく必要がある 

 将来の臨床検査技師の明るい未来に繋げるためにも、行
動を起すのは『今』である 

 

 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委員会 合同勉強会 38 



ご清聴ありがとうございました 

JAHIS医療システム部会 臨床検査システム専門委員会、病理・細胞診部門システム専門委員会 合同勉強会 39 
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